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　 を 募 っ た こ と 、が挙げ ら れ ま す 、、

　一
方 、学会員 が研究発表の合間 を縫 o て 聴講 して

い る姿も多 く見 られ、公 開講座を主 に参力口した い と

い う声 も あ り ま す。

　今回の 公開講座の 反響は、全国大 会 の 構成 に検討

を加 え る 必要性 を 示 唆 して い る よ う に 思 い ま す 。

　特別 講 演 にも 多 くの 新 潟県 民 が参 加 され ま した 。

今回の 全国大会 ・公開講座 の 開催を機に 、新潟 の地

で 色彩へ の興味関心 が 高 ま っ た こ と は 確実で し ょ う。

　今後、定期的 に地方開 催ができ ると い い ように思

い ま す。最後に な りま したが、今大 会に ご 協力 ご 支

援を賜 っ た多くの 方々 に 心か ら感謝の 意を表 します。

　　　　　　　　　 〔干葉職業能力開 発短期大学校）

研究発表

　　　　　　　　　　　　　　 実行委員　武井　昇

　研究発表部門は、口頭発表 59 件、ポス タ
ー

発表5 件

の 計 64 件 の発表 があ りま した v 研究分野毎の発表件

数は 色覚 ・視覚 〔14 ），表色 ・沮ll色 （3），色 再現 （4 ），

心理 〔21 ），調和 ・計画 （］3），文化 （4），教育 （2），応

用事例 （3）で した。本会会員の広がりを反映 し、今大

会 も 多彩で 充実 した発表 内容 で した。

　 囗頭発表は3 階の 中会議室を 2＝）に仕切 り．そ れで

も十分に広い A 　 B2 会場で行わ れ ま した．ポ ス タ
ー

発表会場 は同 じ3 階 の ホ ワ イ エ の 一
画 に ，1件あ た り

幅200cm 有効高さ ］20cm のポスタ
ー

ボ
ー

ドと長机

を セ ッ トと して 設定 さ れ ま した。

　 口頭発表 A 会場 は電気通信大学の 学生 の 、B 会場

は女子美術大学の学生の 応援 を得 ，また朱 鷺メ ッ セ

の 会場担当者もた い へ ん親切 で 、会場設 営と運営は

思 い のほかス ム ーズ に行う こ とが で きま した。

　 5 月 ］7 日 12 時30 分 、A 会場 は久下実行委員長 の ，

B会場 は長谷川 副実行委員長の 開会挨拶で 研究発表

の プ ロ グ ラ ムが開始され ました 。 1日目は 15 時 10 分

ま で ，2 日 目 は 9時 20 分か ら 15 時 40 分 ま で ，英語

で の 発表 1件 を含め ．熱心な発表と討 議がなされま し

た 。ポ ス タ
ー

発表講演 は 1日目の ］5 峙 ］0 分 か ら 16

時ま で ，長谷川副実行 委員長の司 会で進 め られ ま し

た 。 時間を決 め て 発表す る方式は好評で した。

　今年は パ ソ ：一ン とプ ロ ジ ェ クタを用 いた発表 が
一

段 と増 えま したが ．両 会場とも見やす い 大きな ス ク

1丿
一

ン と強力なプ ロ ジ ェ クタが設置され ，照明 コ ン

トロ
ール も 適切で ．聴講者は手 元 の 資料 と鮮明な ス

ク リーン 画 像 と を 同 時に 見 る こ とが で き て 良か 〕 た

「
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と思 い ます。プロ ジ ェ クタは 2台の パ ソ コ ン か らの入

力を交q に切り替え て 使用 する構造 にな っ てい ま し

た の で 、発表開始時に パ ソ コ ン 立ち上 げ時間で 待た

される こ とはあ りません で した 。 しか し、パ ソ コ ン

か らの映 像出力の切 D 替 えにとま ど っ て 、買車な 時

間を ロ ス して しま うケ
ー

ス が見受けられま した 。映

像出力ボタ ン の 使い 方はパ ソ コ ン の機種に よ っ て 異

なるので 、事前のチ ェ ッ クを徹底す る必要が あ る か

も知 れまぜん。　　　　　 （職業能力開発総合大学校）

特別講演　 「人 ・物 ・心」

　　　　　　　　　　　　　 実行委員　野坂　瑛子

　大会 の 開催場所 「朱鷺メ ッ セ」の名 称の審奩にも あ

た ら れ た 長 岡 造形大学学長 豊 口 協氏 に お 話 い ただく。

　デザイ ン を学ぶ大学で あ る と い う考え に 基づき 「世

界では じめて」をキ
ー

ワ
ー

ドに 様 々 な 試み をポジ テ ィ

ブに取り組む校風 で 学生の指導にあた られている。

　東京造形大学学長、ま た企 業に 席を置かれた こ 経

験 を通 して の お詁 は 私た ち 日本人 が持ち 、ま た 失 い

つ つ ある意識の大切 さを思い出させ るもので した 。

　相手の 立場 にた っ て 考 え、自分 自身も楽 しん で取

り組ん だ こ と はそ れが ど の よ うに小 さな こ と で あ っ

ても人の 心に タ ッ チ して 、国、文化、時代を超え て

繋 が っ て い く、そ のプ ロ セスが結果 よ D 意 味が あ り 、

誰もが起 き て いる こ とに責 任があ るとは、氏の 飾ら

な い お人柄と と も に誰もが共感 した こ とで し ょ う。

　退任後は 文学の 研究に 入 られた い そ うで すが、そ

れを果たされるのはまだ まだ先の ようです 。

公開講座 「楽 しく身につ く色 彩作法 ； フ ァ ッ シ ョ ン

か ら住まいの色彩ま で」

　　　　　　　　　　　　 実行委員　大島　未有希

　5月 ｝7日全国大 会の研究発表前の lO 時よ り始ま っ

た公開講座 「楽 しく身に つ く色彩 作法」は、新 潟市

消費生活セ ン タ
ー

の 共催 によ り予約受付 30 分で定員

40 名 に 達 し、最終的に は 56 名の 申 し込 み を受 け 、

後は キ ャ ン セル待ちとな っ た。

　公開 講座の 前半で は長谷川理 事が 日本ペ イ ン ト

（株） よ り提供 の 「カ ラ
ー

テ キ ス ト1 を使 い な が ら色

の仕組 みや マ ン セ ル表色系、配色の ため の ト
ー

ン の

考 え方 や利用 法な ど色彩 の 基礎知識を講義 し た。ま

た後 半の実習 の た め に 用 意 した 「塗料用 標準色見本

帳 （ワイ ド版）』の使い 方も説明 し実習担当の 速山、

大島 に バ トン タ ッ チ と な っ た。
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　 先ず実 習に入 る前 に 、配色 の こ つ である まとめる

か変化 させるか の 考 え方 を色相 環 と ト
ー

ン 図 を使 っ

て 説明 し、用意 した配色例を示 しながら解説し た。

　実習 が始ま る と 参力口さ れ た 方 達 は 初 め て 手 に し た

350 色もの見本帳 にも臆す ることな く素早 く色 を探

し出 し、用意 した台紙 に貼 り込む ためそれぞ れ 目的

にあ っ た配色 を楽 しそ う に 選択 し て い た。選 ん だ配

色 を周 りの 方と比較 しな が ら自分の 選ぶ色の傾向を

改 め で 実 感 した り、中 には非常 に個性 的な配 色をな

さる方 もいて 、それ らを皆 様に紹介 した り して 和や

かな中に講座は進み 、質問の手も沢山上が っ た 。

　 あ っ と い う間に予定の 時間 とな り、まとめ の話 へ

と急ぐ私 たち に少 々の 時間の超過 なんか気 に して い

まぜん よ、と ばか D 参加者の 皆様の まな ざ しは暖か

く、大 きな うな ずき に 力づけ られ て無事講座を終え

る事が出来た 。

　参加 者か らは、「今ま で 洋服を選ぶ 時は店員に勧め

られる ままだ っ たが、今後は今日 の 講座を参考に配

色を考え 自ら選んで い きた い 。 」、「若 いとき は忙 しく

色には無 頓着だ っ た。今 Eヨの 講座 を契 機 に 色 彩 につ

い て も考え て い きた い 。」、「色見本帳 を購入 し自宅で

も勉強した い 。」 な どの声が聞かれ皆様 から私共 の方

が学ばせ て 頂 い た こ とも多 く充実した
一

日だ っ た。

　最後 に、配色 実習に 際して 、乃
一

香織さん 、山田

昌美さ ん、三 輪佳子さ んが快くサ ポー トを引ぎ 受け

皆様の 質問に細やか に 応 じて い ただい たことに心か

ら感謝いた します 。　　　　　　　 （群馬 のColor風 ）

公開講座 「歯科の 色彩の現在 ：歯は白い ？歯科 と色

の トレ ン ド」

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 実行 委員　元呑　昭夫

　澄ん だ瞳 と白い歯は古来 よ り美人の 形容で 、明眸

皓歯 とは歯 の 芙 し さ に 対 す る 歯科 医 学の 審美 的要 素

と し て現在も っ と も 重要視さ れ て い る 。

　歯科 医学は 歯 科材料 の 挙 動 に つ い て 色彩の 基礎的

研 究を重視する傾向があ っ た。

　 歯の色 は隣接 する歯 の 色 にあわ ぜるた めの シ ェ
ー

ドマ ッ チ ン グが 日 常的 に 行 わ れ 、更 に 歯 を人 工 的 に

白 くす る漂白治療 など い ずれ も色 彩学的テーマ と し

て 密接 に 関 係 す る 。

　こ の 度、Eヨ本色彩学会第34 回全国大会［新潟fO3
に お け る 市民公開講座で 「歯科の色彩の現在 ： 歯は臼

い つ 歯科と色 の トレ ン ド」と い うテ
ー

マ によ り日本歯

科色彩学会、日本歯科大学 新潟歯 学部、明倫短 期大
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学の 協賛 を得 て 、現在 の歯科 と色彩 にも っ とも造詣

の 深 い 3 名 の 先生方 （明 海大 学名誉教授 、Eコ本歯科色

彩学会会長 、日本色彩学会会員 、片山伊九右衛門先

生 1 「歯科 の 色 彩」、日本歯科大学新潟歯学部教授 　同

大 学大学院 新潟歯学研 究所科長 L 日本歯科 色彩学会

常任理事、加藤　喜郎先生 ； 「歯の 漂白と白さ に つ い

て」、明倫短期大学、日本歯科色彩学会会員、Eヨ本色

彩学会会員、木暮 ミ力先生 ； 「歯を美 しく見せる デン

タル カラ
ー

コ
ー

デ ィ ネー ト」）を講師に、それぞれ の

テー
マ の 司会進行をカ ラ ーラ ン ド研究所、Eヨ本歯科

色彩学会副会長 、日本 色彩学会会員の元呑 によ り開

催された。以下要約。

　片 山講師 ．審美 には大 き く分 けて 形態 、機能、色彩

の 3部門が あ っ て 、色彩はそ の 中の 1部門にあ り、多

くは 物理学の 範疇と考え られ がち で ある が、心理学、

生理学 、化 学な どの基 礎学問 、環境 工 学 など の 応用

面、フ ァ ッ シ ョ ン 、デザ イ ン な ど の 感性面 、さ ら に

歴史を ふまえた総合的な学問 で 、日本歯科色彩学会

は 10 年前に、こ れ らをも とに歯科医学、歯科医療に

貢献す る ため に 設立 しま し た。

　加藤講師 歯の 治療は 患者との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

が大事 で、患者さん夫 々の顎形 態に対 して適切 な審

美的修復 が行われ 、漂 白の効果 も単純な 色彩 の 白を

目指すの で はな い 形で 行 っ て い る。こ の よ うな背景

と し て 大学に 通院す る 患者の 意識調 査 や 歯 の 治療 に

対する細やかな アンケ
ー

トか ら今後の歯 科治療 に役

立 て る こ とが 、美 しい歯の色 を考える要 因 と考え て

い る。

　木暮講師 ；歯を白くするホワイ トニ ン グが害1」とポピ

ュ ラ
ー

な治療法 と して 脚光 を浴び て お D ますが 、局

所的な 自さのみ を追求す るあ ま り、顔面を ト
ー

タル

に カ ラ ーコ ーデ ィ ネー
ト出来 て い な い ケ

ー
スも 多々

見受 け ら れ る よ う に 思 わ れ ．患者 さ ん の 顔面を魅 力

的にす るとい う点 で疑 問 に思 われるケ
ー

ス もあ りま

す。歯 を治療す る際の 審美性 に つ い て 、特に顔面 に

おける色 の 健康的な調和と い う観点か ら、総合的な

色の 調和を図 る に は ど うす べ きかと話された 。

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 〔カ ラーラ ン ド研究所）

公開講座 ： 「動 ぎが生み だす視覚世界 一右脳発掘の ヒ

ン ト」

　　　　　　　　　　　　　実行委員　松田　陽子

　本講座 は、新潟県教 育委員会 の 後援 の も と、小 町

谷朝生先生（文星芸術大学教授、色彩学会副会 長）、並
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